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義務教育学校 主任教諭 
一般社団法人Teacher’s Lab. 理事 
げんしょくラーニングラボ 発起人 

いたばし対話プラス ファシリテーター 
edcamp ITABASHI 実行委員長 
未来の先生展2018 実行委員

１９８４年生まれ。教員生活１２年目。１歳児の父。
現在、東京都教育委員会の派遣研修として東京学芸大学教職大学院で、
学生に混じって次世代型コミュニティ・スクールについて研究中。
学校の中だけでなく、学校内外の勉強会や研修会、板橋の地域活動に
参画しながら「社会全体で子供たちを育てる環境づくり」について
模索、実践研究をしている。

たての　しゅん 

館野　峻 



❶教育の未来に関する
行政の動き



情報社会から超スマート社会へ







社会とシームレスな 
「小さな学校」の実現 

個々の子供の学びと授業における 
協働学習のデザインとプロデュース



地域・家庭・ 
情報ネットワーク 

（実社会との複層的なつながり）





誰もが「創造的な課題発見・解決力」 
(チェンジメイカーの資質)を手にする機会が必要





1 批判的に考える力 
2 未来像を予測して計画を立てる力 
3 多面的・総合的に考える力  
4 コミュニケーションを行う力  
5 他者と協力する力 
6 つながりを尊重する態度 
7 進んで参加する態度 



❷コミュニティ・スクール
の現在



コミュニティ・スクール 
とは？



「教育改革国民会議提案」 
（平成12年12月） 

「21世紀教育新生プラン（レインボー・プラン）」
（平成13年1月）

保護者や地域住民が運営に参画する
新しいタイプの公立学校



学校と地域住民等が力を
合わせて学校の運営に取
り組むことが可能となる
「地域とともにある学校」
への転換を図るための 
有効な仕組み





学校運営協議会を設置している学校

約５４００校
1４.7%





「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」（第47条の6） 
【義務教育諸学校等の体制の充実及び運営の改善を図るための公立義務教育諸学校の 
学級編制及び教職員定数の標準に関する法律等の一部を改正する法律　附則】 

第五条（学校運営協議会の在り方の検討） 

政府は 平成29年改正により、
協議会の設置を努力義務とした



❸教職大学院での 
研究途中経過



研究テーマ



子どものキャリア教育と 
地域のリカレント教育の機能をもつ 
次世代型コミュニティ・スクール 

の研究



「人生１００年時代」を踏まえた 
学び直しを促す 

これからの学校のあり方



キャリア教育？



一人一人の社会的・職業的自立に向け， 
必要な基盤となる能力や態度を 

育てることを通して， 
キャリア発達を促す教育

(中教審「今後の学校におけるキャリア教育・職業教育の在り方について(答申)」 
(平成 23 年1月 31 日)



キャリア発達とは？ 
社会の中で自分の役割を果たしながら、 
自分らしい生き方を実現していく過程
(中教審「今後の学校におけるキャリア教育・職業教育の在り方について(答申)」 

(平成 23 年1月 31 日)



「４領域８能力」から 
「基礎的・汎用的能力」への転換



リカレント教育？



学び直し



研究の目的



研究調査・実践で明らかになった 
具体的な手立てやこれからの学校の 
在り方を、今後のコミュニティ・ 

スクール運営に活かす



研究の仮説



CSとして子どもと地域の大人が育ち合う 
関係性を築いていく機会をつくることで、 
これからの学校づくりに主体的に 
関わろうとする人が増えるだろう



研究の方法



①文献・資料調査





②インタビュー調査



学校地域コーディネーター 
校長 

CS担当指導主事 
CSの教職員



③学校内外での 
ワークショップの開催、 
アンケート調査



❹ 私の考える 次世代型 
コミュニティ・スクール 

について



学校教育3.0



学校教育1.0

国民国家型 
教育システム



学校教育2.0

資質・能力重視 
教育システム



学校教育3.0

持続可能社会型 
教育システム



持続可能な社会 
持続可能な学び



①目的をもって 
　学校へ行く 
②目的を見つけるために 
　学校へ行く 
③つながるきっかけ 
　価値観の多様性・重なり



学びたいときに 
学びたい内容を 
だれでも学べる 

社会に開かれた学校



自分と社会とのつながりを 
デザインする力



自分の延長線上に 
わくわくする 
未来を描く力



❺ 私が実践している 
働き方改革





子どもたちを 
地域みんなで育てる 
環境づくり



1-1 
学びの目的

1-2 
地域協力 
部活動 

一元から多元

1-3 
教員の幸せ 
日本を明るく

1-５ 
学び学ばせる 
の関係性 
小さな学校

1-４ 
親が地域に 
目を向ける

1-6 
道徳科の 
指導と評価

1-7 
親として 
子どもに 
付けたい力

1-8 
日本の教育を 
途上国に輸出 
外国との比較

1-9 
０から１を 
生み出す 
教育

1-10 
キャリア教育 
自分らしく 
べきからしたい

1-11 
学校の役割



いたばし
対話＋

since 2016.6



板橋区民で 
対話をしたことがある人

８０％

５６万人中
年間５００人



フューチャー 
セッション

未来 
対話

edcamp 
ITABASHI

対話の力で、板橋のわくわくする未来を 
共につくりましょう！

いたばし対話＋(プラス)







デジタルコンテンツの
活用法

２０１６．５．２7 
教師塾

Teacher’s School アクティブラーニング型研修 第３回 

『みんなで創る未来の教育 
 ～ジグソー法で新指導要領を読み解くワークショップ～』

品川区立日野学園　館野　峻





義務教育学校 主任教諭 
一般社団法人Teacher’s Lab. 理事 
げんしょくラーニングラボ 発起人 
いたばし対話プラス ファシリテーター 
edcamp ITABASHI 実行委員長 
未来の先生展2018 実行委員

多様なチャンネルをもち 
不確実な未来を共につくる

学校 地域 家庭校外 
研修

教員 
養成



―�쎙썮、썙쎁썶⾃⾝쎆未来쎏쎅知識쎩쎒쎪쎅少썮썮썢쎙썺썽썛쎁썛
썿感じ썽썛썶썿썮썽쎙、教員썿썮썽親썿썮썽、썶썦썬�쎪쎅썪썿쎩⼦
ど쎙쎂썮썽쎛쎢썪썿がで썤쎕썰。썶썿썟ば、�⼦ど쎙썿썛썺썮쎞쎂空
썢쎠쎕썸쎩⾒下쎤썮썽쎖쎕썮쎞썝。썴썪쎂쎆働썦썪썿쎛学쎊쎅美썮썬
が썙쎡、輝썦瞳、⼈쎅役쎂⽴썻感動が썙쎡쎕썰。⼀歩踏쎖出썮썽、⼦
ど쎙썿썛썺썮쎞쎂今쎕썾出会쎦쎁썢썺썶⼤⼈썿関쎦쎢썪썿쎙で�썤쎕
썰。�
―�썙쎁썶が쎀썪で暮쎠썮썽썛쎢썿썮썽쎙、教室쎛住쎪썾썛쎢地域쎁
どで、썙쎅不思議쎁⼈썿⼈썿쎅関쎦쎡쎩⾒썽、⼈썿썮썽쎅成⻑쎩感じ
쎢썪썿쎙で썤쎢쎅で썰。썬쎠쎂、썶썺썶⼀回쎅授業썾쎕썢쎣썶⼀粒쎅
種⼦썬썟쎙、芽쎩だ썮成⻑썮썽썛썦⽣命쎅神秘쎂썻썛썽、⼦ど쎙썿
썛썺썮쎞쎂じ썺썦쎡考썟쎢機会쎩썙썶썟썽썦쎣쎢で썮쎞썝�。



manaco
子どもも大人もみんなで育ち合う 

学びのコミュニティ

世界は学びの可能性に満ちている


